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2 P-55(P)

ポスターセッション

下衣服の着脱時における動作特性－ジーンズとジャージバンツ ー

○佐藤悦子＊　　流合えり子＊　　小林茂雄＊＊

(＊上越教育大1 共立女大)

〈目的〉　衣服着脱の動作特性を明らかにするための基礎的資料を得る目的から，健常者

の着脱動作を取り上げ，主にボトム服について動作実験を行い，動作過程のモデル化，所

要時間および着用感との関連性について検討している。今回は，ジフンズとジャージパン

ツとの比較からパンツ形態の動作特性を検討した。着用感および着脱しやすさの評価内容

を検討するために官能評価を行った。

〈方法〉　被験者は本学の健康な女子29名どした。実験衣は既製のジーンズ３種（シルエ

ットの異なるデニムA,    B1および同－シルエットでストレッチ素材B2 ）とジャージパン

ツＣの計４タイプを設定し，着脱動作を行った。動作実験は，人工気候室（温度25°C,湿

度60 ％RH）で行い，ビデオ撮影し着衣と脱衣の所要時間を測定した。動作終了直後,   4タ

イプの官能評価（ＳＤ法22項目，順位法）を実施した。下肢の動作特性はビデオ観察およ

び質問紙調査等によって検討した。

〈結果〉　0 動作の所要時間は,   4タイプともに着衣＞脱衣でありノＣ＜ Ｂ２＜ ＢＩ，Ａの

順であった。ＡとB1 は，所要時間に有意差が見られなかった。2）ジーンズとジャージの着

衣および脱衣の平均所要時間を比較するとジーンズは２倍以上を要していた。3）官能評価

において,   S D 法の22項目の評価はＡとBl が類似プロフィールを示した。4）動作過程は，

ジーンズとジャージにおいて着衣時に違いが見られた。5）4タイプのはき始め・脱ぎ始め

る足はいずれにおいても使われる側が定まっており，前回の結果と一致していた。

2 P-56(P) 婦人用ブラウスの着用によるシルエットの変化

○村上佩知子* 鬼原路子** 藤本尊子*** 丹羽雅子****

(*岐阜市立女短*4 ㈱システムエイト*** 北海道教育大**** 奈良女大)

目的 婦 人用ブラウスの縫製では、衿、見 返し等に､ 接 着芯地が用いられ、それがデザイン上

シルエット形成に大きく寄与している。また､ブラウスという服 種から､かなり頻繁に着用、洗濯を繰

返す。このため、繰返しの着用によるシルエットの変化が予想されるが､ ここでは、それがどのように

変化していく力を 捉え、美しいシルエットの設 計と保持に必 要な条件を見出すことを目的とする。

方法 前開きの見 返し部分に接着芯を用いたタックインブラウスについて、着用実 験を行った。

実 験には繊維組成の異なる２種類のブラウスを用い、各々の繰返し着用過程の、ブラウス各部位の

寸法変化を追 跡した。また、着用 前後のブラウスの接 着 縫製部分、非接着縫 製部分の布の力学

的性質について計測を行い、繰返し着用による布の力学的性質､ 風合いの変化を調べた。

結果 着用前と、繰返しIOOOhrs. 着用(着用十洗濯)では、曲げ変 形特性、せん断変形特性に

顕著な変化がみられ､ ＫＯＳＨＩの低下に繋がっていることがわかった。特に、接着縫製部分では、

表地だけの部分に比べて、曲げ変 形特性の変 化が著しく､ 本研究で用いたようなタックインブラウ

スのようなデザインでは､ シルエットに大きく影響すると考えられる。また、この変化 の程度は、表地

の種類や用し喝 接着芯 地によって異なることがわかった。
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